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1.

アンケート�業者�業者

G
raduate

実施期間：2023年12⽉〜2024年1⽉
回答者数：2020年度卒業（卒業後3年）11名��

卒業後の就職先における満⾜度 北陸学院での学びや経験が社会⽣活やキャリア
形成に役⽴っているか

2.

3. 北陸学院で得た⼈とのつながりや⼈脈は、社会
⽣活やキャリア形成に役⽴っているか

4. 北陸学院に在学していたことをよかったと思うか

5. 在学中に⾃分⾃⾝の成⻑を実感できたか 6. 在学中にキリスト教教育を受けたことは、卒業
後に役⽴っているか

7. どのようなときにキリスト教教育を受けたことが役⽴っていると感じたか

⾊々な価値観があるし、⾊々なバックグラウンドを持っている⼈が形成している社会だから、と考え⽅が
柔軟になった。

困難なことに出会った時、これから⽣きていく上で必要な⼒を⾝につけているとポジティブに考えて乗り
越えられています。

具体的な場⾯はありませんが、キリスト教の講義で学んだことが、今の⾃分の教育感の基礎になっている
と感じます。

他者への思いやり、聖書の⾔葉に励まされたり⼈⽣の指針を持たせてくれる。

■

■

■

■

⾃由記述回答∕⼀部抜粋



1-1.

とてもそう思う
52.6%

ある程度そう思う
47.4%

アンケート�業�業
実施期間：2024年2⽉〜2024年3⽉
回答社数：27社��

親和⼒（⼈に興味を持ち共感信頼する⼒） 協働⼒（役割を理解し相互に助け合う⼒）

ある程度そう思う
57.9%

とてもそう思う
42.1%

1-2.

1-3. 1-4. ⾏動持続⼒（主体的に取り組み完遂する⼒）

1-5. 実践⼒（考えを⾏動に移し振り返る⼒） 2. 北陸学院の卒業⽣は貴社（施設）・団体の⼈材
ニーズにこたえているか

3. 北陸学院の卒業⽣について、評価に関する事項があればご記⼊ください

C
om

pany
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感情抑制⼒（⾃分の感情を適切に制御する⼒）
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⾃由記述回答∕⼀部抜粋

当初に⽐べて能⼒の伸びが素晴らしく、当社になくてはならない存在にまで成⻑しています。
これからはマネジメントスキルとプレゼンテーションスキルを課題としていますが、更なる成⻑が楽しみで
す。
ここまで成⻑した要因としては、就職選びの軸が⾃⾝の休⽇や仕事内容ではなく、当社のミッションとビジ
ョンへの共感であった事と、⾃分にとって興味のある事業（該当卒業⽣については、海外展開）の存在かと
思っております。

■

1. ⼊社時、北陸学院の卒業⽣は以下能⼒において必要レベルに到達しているか



*⾃分なりのやり⽅を⾒出し、習慣化する

*悪影響を及ぼすストレスを処理する

*感情や気持ちを認識し、⾃分の⾔動を調整する

感情抑制⼒
・ストレスマネジメント
・ストレスコーピング
・セルフアウェアネス

PROGは、学校法⼈河合塾と株式会社リアセックが共同開発したジ
ェネリックスキルの成⻑を⽀援するアセスメントプログラムで
す。

専攻・専⾨に関わらず、社会で求められる汎⽤的な能⼒・態度・
志向=ジェネリックスキルを測定・育成します。

テストでは、リテラシーとコンピテンシーの2つの観点から測定
し、⾃⾝の現状を客観的に把握することができます。

�徴�徴

北陸学院⼤学�卒業者�5つの特徴

PROG（プログ）とは

C
haracteristics

（株）リアセックホームページ参照

北陸学院⼤学での活⽤

本学では、年に1度、全学⽣を対象としたPROGテストを実施しており、1年次〜4年次に⾄るまで毎年受験します。
結果は、学⽣⾃⾝にフィードバックされ、⾃⼰理解を深めるとともに、前回と⽐較し、どのように成⻑したのか図る基準として
います。
また、⼤学としては各年次・学科の傾向や、1年次から4年次に⾄るまでの成⻑を図り、より良い学校運営に活⽤しております。

親和⼒

協働⼒

⾏動持続⼒

実践⼒

1

2

34

5

・信頼構築
・⼈脈形成
・多様性理解
・対⼈興味、共感、受容
・気配り
・親しみやすさ

・相談、指導、他者の動機付け
・相互⽀援
・情報共有
・役割理解、連携⾏動

・良い⾏動の習慣化
・完遂
・主体的⾏動

・検証、改善
・修正、調整
・実践⾏動

検証

本学では、卒業者・企業それぞれのアンケートにおいても
PROGの項⽬を採⽤しております。
アンケートより、卒業者視点・企業視点にて、上記5項⽬が
習得てきていることが⾒受けられました。
（習得度80％以上）


